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Iontophoretic application of an A-type
potassium channel blocker to the trigeminal
ganglion neurons enhances the excitability of
Aδ- and C-neurons innervating the
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ラット三叉神経節内へのA-タイプKナチャネルプロッカーの電気泳動的投与による
顎関節支配A6-/C-三叉神経節ニューロンの興奮性増大について
原紀文
論文内容の要旨
本実験では加vivoの条件下において、(1)三叉神経節(TRG)ニュー ロンが存在するTRG内
へのA-タイプrチヤネルブロッカー 4-aininopyridine(4-AP)の微小電気泳動的投与が､顎関節支配
のAS-/C-TRGニューロンの興奮性を変調させるか、さらに(2)4-APに対する感受性について
A5-TRGニューロンとC-TRGニューロンの間で差があるか､成熟ラット（麻酔下）を対象に、マ
ルチバレル微小電気泳動・細胞外記録法を用いて検討を行い、以下の結果を得た。
1）
2）
3）
4）
TRGから顎関節部位の電気刺激に応じるニュー ロンの単一ユニット放電(n=21)を記録し
た。伝導速度から76%(16/21)がA5-TRGユニット、残りの24%(5/21)がC-TRGユニ
ットであった。
TRG内への4-APの電気泳動的投与(30-7伽A)により、多くのユニットで自発放電スパイ
クが誘導された｡一方､顎関節部位の電気刺激により誘発されるA8VC-TRGユニットのス
パイク放電頻度は、4-APの投与量の増加に従い有意に増加した。
自発放電の誘発に必要な4-AP投与電流の闇値と、顎関節電気刺激により誘発されるスパ
イク放電は、A5-TRGニューロンよりC-TRGニューロンの方が有意に低い値を示した。
顎関節部位電気刺激により誘発されるスパイク放電頻度は4-AP投与後に増加し、その相
対的変化はA8-TRGニューロンよりC-TRGニューロンの方が有意に大きかった。
論文審査の結果の要旨
本研究により、正常ラットTRG内へのA-タイプKトチヤネルブロッカー (4-AP)の電気泳動的
投与は､顎関節支配のAS-/C-TRGニューロンの興奮性を増強する効果があることが判明した。さ
らに4-AP感受性は、A5-TRGニュー ロンと比べてC-TRGニュー ロンにおいて高かった。この結
果は、A戸タイプicチャネルが顎関節支配のA5-/C-TRGニューロンの活動を抑制しており、
AS-TRGニューロンと比較してC-TRGニューロンにおいて､より重要な役割を果たしていること
を示唆している。
以上は、歯学に寄与するところが多く、博士（歯学）の学位に値するものと審査する。
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最終試験の結果の要旨
原紀文に対する学力試験は､主査志賀博教授､副査古西清司教授､副査中原貴教授によって、
主論文を中心とする諸事項について口頭試問が行われ、優秀な成績で合格した。
